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九州地区国立大学法人等

職員業務説明

九州地区国立大学法人等職員採用試験事務室



本日の説明内容について

１．国立大学法人等について

２．国立大学法人等の業務について

３．勤務条件（給与・休暇等）について

４．国立大学法人等職員採用試験について



１．国立大学法人等について



１．国立大学法人等について



１．国立大学法人等について

国立大学だけでなく、次の４つの法人
をまとめて「国立大学法人等」としています。



１．国立大学法人等について

・国立大学法人

・独立行政法人国立高等専門学校機構

・独立行政法人国立青少年教育振興機構

・独立行政法人国立文化財機構



１．国立大学法人等について

・国立大学法人

福岡教育大学
九州大学
九州工業大学
佐賀大学
長崎大学
熊本大学
大分大学
宮崎大学
鹿児島大学
鹿屋体育大学
琉球大学

全国的な高等教育の機会均等の確保のため各県に

それぞれ設置されています。

地域の活性化など、地域貢献にも積極的に取り

組んでいます。



１．国立大学法人等について

・独立行政法人国立高等専門学校機構

久留米工業高等専門学校
有明工業高等専門学校
北九州工業高等専門学校
佐世保工業高等専門学校
熊本高等専門学校
大分工業高等専門学校
都城工業高等専門学校
鹿児島工業高等専門学校
沖縄工業高等専門学校

産業の目覚ましい発展に伴い、科学技術者の需要

に即応するための専門教育を行っています。

実践的な技術を身につけた卒業生は国内外から

高く評価され、様々な場所で活躍しています



１．国立大学法人等について

・独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立阿蘇青少年交流の家
国立沖縄青少年交流の家

国立夜須高原青少年自然の家
国立諫早青少年自然の家
国立大隅青少年自然の家

青少年健全育成のための団体の研修受け入れや

自然豊かな環境を生かした事業を行っています。

～注意～

本試験からの直接採用は行っていません。

ただし、採用された機関によっては人事交流

などで携わる可能性があります。



１．国立大学法人等について

・独立行政法人国立文化財機構

九州国立博物館 有形文化財を収集・保管して国民へ観覧の機会を

提供するとともに、調査・研究を行っています。

文化財の保存と活用をより一層効率的かつ効果的

に行うことにより、文化財保護行政を支えます。



２．国立大学法人等の業務について



２．国立大学法人等の業務について

国立大学法人等の業務はおおまかに４つに分類
され、それぞれに対応する試験区分があります。



２．国立大学法人等の業務について

系

技

術

系

技術職員（施設系）
電気、機械、

　土木、建築　※

技術職員（研究系）
電気、機械、土木、建築、化学、

物理、電子・情報、資源工学、

農学、林学、生物、生命科学

業務区分 試験区分

事

務

系

事務職員（庶務系・会計系・
　　　　　　　学生系・医療系）

事務

事務職員（図書系） 図書

※施設系技術職員の試験区分は各機関の採用状況によって異なります。

例）電子・情報区分から施設系職員の採用を行う など。

詳細は採用を希望する各機関へお問い合わせください。



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（庶務系・会計系・学生系・医療系）

事務職員は、教育・研究・社会貢献など、幅広く
多様な業務をおこなっています。



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（庶務系）

企画 ：ex)大学の将来構想についての企画立案、大学の自己評価

庶務 ：ex)会議や諸行事の運営、規則・規定の制定、広報業務

人事 ：ex)職員の採用、人事異動、研修の企画、教職員の健康管理

研究協力 ：ex)産学連携、公開講座の企画立案

国際交流 ：ex)海外機関との協定締結、外国人研究者の受入



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（会計系）

財務 ：ex)予算の立案・配分・決算

経理 ：ex)収入・支払業務、共済組合関係業務

契約 ：ex)備品等の購入契約等

資産 ：ex)土地・建物等の財産の取得等管理

情報処理 ：ex)事務用システムの企画・立案・運用



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（学生系）

教務 ：ex)学生の入学・進級・卒業手続き、カリキュラム編成・履修指導

学生生活 ：ex)学生の生活指導、奨学金・授業料免除手続き、サークル支援

入試 ：ex)学生募集・入試業務の実施、入学者選抜に関する広報

留学生 ：ex)学生の国際交流・海外留学、外国人留学生受入、アドバイザー



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（医療系）※大学病院がある場合のみ

医療事務 ：ex)患者受付、診療報酬請求、病歴カルテ管理、医療費相談



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（庶務系・会計系・学生系・医療系）

概ね２～３年の異動で様々な経験・知識を
得ることができ、在籍機関の全体の動きを
把握しながら自身の希望、適性を探します。



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（図書系）

図書系事務職員は、大学図書館の運営・管理を
行う専門職です。

※採用にあたって司書資格は不要です。



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（図書系）

図書館サービス ：ex)閲覧、貸出、複写、レファレンスサービス

図書の選定等 ：ex)図書の選定、購入、受入、製本、修理

電子情報 ：ex)電子情報サービスの管理・運営



２．国立大学法人等の業務について

・事務職員（図書系）

～注意～
図書区分は１次試験合格者を対象に２次試験を
実施します。詳細はこちらを確認ください。

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/saiyoshiken/


２．国立大学法人等の業務について

・技術職員（施設系）

施設系技術職員は、建築・電気・機械等を専門
とし、各機関キャンパス内の多種多様な施設に
関する計画、竣工から保全までを行います。



２．国立大学法人等の業務について

・技術職員（施設系）

業務例：施設実態調査、施設の長期整備計画の策定、施設設備の企画立案

予算要求、工事の入札及び請負契約、工事の竣工、監督及び工事

用資材の検収、施設の維持保全及び改修



２．国立大学法人等の業務について

・技術職員（研究系）

研究系技術職員は、各機関配置部署において、
教育・研究における重要な役割を担う様々な
業務を行います。
機関によっては教室系技術職員という場合も
あります。



２．国立大学法人等の業務について

・技術職員（研究系）

業務例：学生の実験、実習の技術的指導、研究実験用設備機器の開発・

設計・維持管理、研究実験の実施・測定・分析の補助、

研究実験用各種資料の採取・保存・標本作成



２．国立大学法人等の業務について

・仕事の魅力・やりがいについて

☄ 多岐にわたる業務に携わることができ、幅広い分野の知識を身に着けられる
ため、仕事の中で自分の成長を感じながら働けます。

☄ 様々な人を支援する業務が多いため、人に“感謝される”ことが多い仕事
です。社会のために役立っている実感を得られます。

☄ 定型的な業務だけでなく、改革を進める大学において今後の方針を決める
企画立案業務をはじめとした、職員自身のアイデアを活かすような仕事も
多くあります。勤務するなかで自身の適性にあった業務をみつけることが
可能です。



２．国立大学法人等の業務について

系

技

術

系

技術職員（施設系）
電気、機械、

　土木、建築　※

技術職員（研究系）
電気、機械、土木、建築、化学、

物理、電子・情報、資源工学、

農学、林学、生物、生命科学

業務区分 試験区分

事

務

系

事務職員（庶務系・会計系・
　　　　　　　学生系・医療系）

事務

事務職員（図書系） 図書

https://www-shiken.jimu.kyushu-u.ac.jp/07saiyo-yoteisu.html


３．勤務条件（給与・休暇等）について



３．勤務条件（給与・休暇等）について

・勤務時間

１日７時間４５分（週３８時間４５分）

（例）８時３０分～１７時１５分
９時００分～１７時４５分

※機関によって異なる場合があります。



３．勤務条件（給与・休暇等）について

・休 日

土曜日・日曜日（完全週休２日制）、祝日、
年末年始（１２月２９日～１月３日）

※上記に加えて夏季一斉休業がある機関もあります。



３．勤務条件（給与・休暇等）について

・休 暇 等

育児休業 ３歳に達するまでの子を養育するため、男女を問わず取得可
※小学校就学前の子を養育するための短時間勤務制度、看護のための休暇制度等もあります。

介護休業
家族が介護を必要とする場合は、各機関の定める範囲で

取得可

病気休暇 病気や怪我の療養のため、原則として９０日まで取得可

年次有給休暇 年間２０日付与
※休暇を取得しなかった場合は、２０日を限度として翌年に繰り越し可能

特別休暇 結婚、夏季、忌引、産前・産後などの理由による有給休暇



３．勤務条件（給与・休暇等）について

・初 任 給

月額約１８０,０００円～２２０,０００円程度

※職歴や学歴等により異なります。



３．勤務条件（給与・休暇等）について

・諸 手 当

期末・勤勉手当 ６月、１２月に支給（令和元年度実績：約４.５か月分）

超過勤務手当 所定の勤務時間を超えて勤務した場合は、割増賃金を支給

通勤手当 通勤距離片道２Km以上で支給
【電車・バス】運賃相当額（上限あり）【自家用車等】2,000円～31,600円

住居手当
借家については、上限を28,000円として家賃の約半額を
補助（支給要件あり）

扶養手当 配偶者６,５００円、子ども１０，０００円（１人あたり）



３．勤務条件（給与・休暇等）について

・充実した研修

派遣研修 海外派遣研修、行政実務研修（文科省出向）など

その他 ハラスメント防止研修、安全衛生管理研修など

全職員対象 語学研修、ビジネスマナー研修、自己啓発研修など

実務研修 人事実務研修、会計実務研修、図書系職員研修など

階層別研修 新採用職員研修、中堅職員研修、係長研修、幹部研修など



・業務に関する深い知識と経験を蓄積

・庶務系、会計系、学生系を幅広く経験

３．勤務条件（給与・休暇等）について

・キャリアパス

・業務遂行上の基礎知識や態度を習得

・庶務系、会計系、学生系を幅広く経験

・係長、専門職員 等へ昇任

・３８歳前後

・課長補佐、室長補佐、専門員等へ昇任

・４５歳前後

・課長、室長、事務長 等

・部長、事務部長

庶務系

会計系 学生系

※図のキャリアパスは一例です。



４．国立大学法人等職員採用試験について



～注意～

図書系区分のみ面接試験の前に第２次試験

として「図書系専門試験」が８月１日（土）

に実施されます。

４．国立大学法人等職員採用試験について

５月１３日（水）１０時～２７日（水）１７時 受験申込期間（WEBからのみ） ※会員登録（完全無料）が必要です。

７月５日（日）１０時～１２時 第１次試験（九州各県で実施）

７月２２日（水）９時３０分

合格発表後随時（以降は各機関毎に行われます。）

第２次試験（面接等）各機関で実施

最終合格・内定（新卒は令和３年４月１日採用ですが、

既卒者はそれよりも早く採用される場合があります。）

業務説明会（各機関）※実施しない機関もあります。

第１次試験合格発表（WEB）



４．国立大学法人等職員採用試験について

国立大学法人等グループ会員サービスへの
会員登録からお願いいたします。

九州地区国立大学法人等

https://www-shiken.jimu.kyushu-u.ac.jp/


４．国立大学法人等職員採用試験について

試験区分は次の１３区分です。

事務、図書、電気、機械、土木、建築、
化学、物理、電子・情報、資源工学、
農学、林学、生物・生命科学

～注意～

５月１日の時点で九州地区内の全機関において

採用予定者が１名もいない区分については

試験を実施しません。

採用予定数はホームページで公開しています。

https://www-shiken.jimu.kyushu-u.ac.jp/07saiyo-yoteisu.html


４．国立大学法人等職員採用試験について

試験区分は先の１３区分です。

・申込後の区分変更はできません。

・採用後に別の業務区分に異動すること
はありません。

・受験前に採用を希望する機関において
当該区分の採用予定があるかどうか、
必ず確認するようにしてください。



４．国立大学法人等職員採用試験について

受験資格は以下のとおりです。

・１９９０年（平成２年）４月２日以降に
生まれた者

・外国籍の方も受験可能
（ただし、日本国内における活動制限のない在留資格が必要）

・学歴・資格・職歴に関する要件なし
（図書区分の場合も司書資格は必要ありません。）

☄ 新卒の方、社会人経験のない方、転職経験のある方、

高校卒業の方、大学卒業の方、大学院修了の方、

様々な方が活躍しています。



４．国立大学法人等職員採用試験について

試験問題は全て同一です。
（区分ごとの違いはありません）

・申込後の区分変更はできません。

・採用後に別の業務区分に異動すること
はありません。

・受験前に採用を希望する機関において
当該区分の採用予定があるかどうか、
必ず確認するようにしてください。



４．国立大学法人等職員採用試験について

試験問題について 例題はこちら

・教養試験（１２０分）

・多肢選択式（マークシート方式）４０問
☄一般知識２０問（社会７問、人文７問、自然６問）

☄一般知識２０問（文章理解７問、判断推理８問、

数的推理及び資料解釈５問）

https://www-shiken.jimu.kyushu-u.ac.jp/13-1example.pdf


４．国立大学法人等職員採用試験について

第２次試験

・各機関が個別に実施（面接考査等）

・申込は第１次試験合格者が各機関に
直接行う。

・日程が重ならなければ併願可能。



４．国立大学法人等職員採用試験について

第２次試験

・実施日程はホームページにて公開
予定です。

・合格発表から日程を開けずに実施する
機関もありますので、積極的に情報
収集を行ってください。

・前述のとおり図書系のみ共通の専門
試験（８月１日）があります。

https://www-shiken.jimu.kyushu-u.ac.jp/10gyomu-setsumeikai.html


少しでも興味を持っていただければ
幸いです。

まずは会員登録からお願いします。

一緒にお仕事できる日を楽しみにしています。



九州地区国立大学法人等

こちらへアクセス！

https://www-shiken.jimu.kyushu-u.ac.jp/index.htm

